
令和７年第１回黒坂警察署協議会開催状況 

開催日時 令和７年３月11日(火)午後２時から午後３時30分まで

開催場所 黒坂警察署

 委　　員 川端会長、野口副会長、安養寺委員、空場委員、山根委員 

 (定数８人) 吉澤委員 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上６人
出 席 者 

 警　　察 河村署長、井畑管理官、小林溝口幹部派出所長 
魚嵜生活安全刑事課長、米本交通課長、警務課員 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上６人

議　　　事　　　概　　　要

１　挨拶 　   
　　会長、警察署長等が挨拶を行った。 
 

２　令和７年鳥取県警察運営指針及び重点目標の説明 
　　管理官が、令和７年鳥取県警察運営指針及び重点目標について、掲示物のデザ
　インを示しながら説明した。 

 
３　治安概況説明 
　　生活安全刑事課長及び交通課長が、令和６年中の管内の治安概況について説明

し、交通課長は、併せて令和７年の速度取締り指針について説明した。 
 
４　協議事項（新たな犯罪の抑止対策） 

　　生活安全刑事課長が、闇バイトやオンラインカジノ等の新たな犯罪の態様につ
　いて説明のうえ、今後の課題と警察として取り組むべき抑止施策を説明した。 
　　委員からの主な意見、要望とそれに対する警察の回答は、次のとおりであった。 

　委員：闇バイトは主にネットで求人がなされ、オンラインカジノもスマホがあれ
ば利用できる。つまりスマホを持つ若年層にも危険が及ぶということになる
が、学校への広報が重要ではないか。 

　警察：防犯訓練や指導等を利用して広報を実施しているが、今後も街頭活動等、
あらゆる機会を通じて、積極的に広報していきたい。また、警察だけではで
きないことがあるのも事実であり、教育機関と密に連携を図る必要があると

 考えている。
　委員：先日、自宅に総務省の電話管理審議会をかたる電話があり、「１時間後に

電話が止まる」旨の内容であった。私はだまされることなく電話を切ること

ができたが、総務省のような実在の公的機関を名乗られると信用してしまい
 そうになる。

　警察：総務省だけでなく、最近では警察官をかたる特殊詐欺も増えており、警察

手帳や逮捕状の写真が送信されてくる場合もある。このように不安をあおっ
て金員を要求してくるのであれば、詐欺を疑うべきである。警察で認知した

 事例は、その都度、防災無線等を活用し、住民への注意喚起を図っている。

 
５　その他 
　　次回協議会は、令和７年６月頃に開催する予定である。


